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２
０
２
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第
１
回 

京
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
文
系
） 

 

採
点
基
準 

 

■
現
代
文 

採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 
 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

得
点
箇
所
の
漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
欠
落
等
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。
尚
、 

 
 

同
一
の
誤
字
、
送
り
仮
名
の
誤
り
の
繰
り
返
し
に
つ
い
て
は
、
１
点
だ
け
の
減
点
で
よ
い
。 

  

一 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 

10
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

Ｄ
○
２
点 

人
間
の
言
語
構
造
と
整
合
的
に
対
応
し
て
い
る 

外
部
現
実
か
ら
身
を
引
き
、
心
に
よ
っ
て 

自
己
の
内
部
に
作
り
上
げ
ら
れ
開 

             
 
 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
〇
２
点 

 

か
れ
て
く
る
、
幻
想
の
領
域
や
想
像
力
の
自
由
領
域
と
い
う
、
外
界
や
生
物
学
的
条
件
と
は
異
質
な
現
実
と
向
き
合
っ
て
い
く 

Ｇ こ
と
。
（
10
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
人
間
の
言
語
構
造
と
整
合
的
に
対
応
し
て
い
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
人
間
の
」
を
欠
く
、
ま
た
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
外
部
現
実
か
ら
身
を
引
き
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
心
に
よ
っ
て
」
：
１
点 

 
 

・
要
素
Ｅ
に
あ
た
る
も
の
が
「
心
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
自
己
の
内
部
に
作
り
上
げ
ら
れ
開
か
れ
て
く
る
」
：
２
点 

 
 

・
「
作
り
上
げ
ら
れ
」
と
「
開
か
れ
て
く
る
」
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
相
当
す
る
説
明
が
あ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明 

 
 

が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
「
自
分
の
心
を
内
観
す
る
」
な
ど
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
幻
想
の
領
域
や
想
像
力
の
自
由
領
域
と
い
う
」
：
２
点 

 
 

・
「
幻
想
の
領
域
」
「
想
像
力
の
自
由
領
域
」
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
相
当
す
る
説
明
が
あ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
単
に
「
自
由
な
領
域
」
「
自
由
領
域
」
な
ど
は
１
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｆ
「
外
界
や
生
物
的
条
件
と
は
異
質
な
現
実
と
向
き
合
っ
て
い
く
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 
文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
こ
と
・
宗
教
の
本
質
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合 

 
 
 
 

は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
二 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
１
点                

 
 
 

 
   

Ｂ
〇
２
点                            

 
 
 

 
 

 
 

      

Ｃ
〇
２
点 

人
間
は
他
の
動
物
と
は
異
な
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
規
定
さ
れ
た
生
物
学
的
な
構
造
と
し
て
の 

脳
に
よ
る
認
識
か
ら
逸
脱
し
た
自
由 

          
 
 

 

Ｄ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

な
領
域
で
、
妄
想
や
幻
想
を
生
み
出
す
能
力
を
獲
得
し
て
し
ま
っ
た 
か
ら
。
（
８
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
人
間
は
他
の
動
物
と
異
な
り
」
：
１
点 

 
 

・
答
案
の
ど
こ
か
で
人
間
と
他
の
動
物
と
の
対
比
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
規
定
さ
れ
た
生
物
学
的
な
構
造
と
し
て
の
」
：
２
点 

 
 

・
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
規
定
さ
れ
た
」
は
欠
い
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
脳
に
よ
る
認
識
か
ら
逸
脱
し
た
自
由
な
領
域
で
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
妄
想
や
幻
想
を
生
み
出
す
能
力
を
獲
得
し
て
し
ま
っ
た
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
妄
想
」
「
幻
想
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ  

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
の
答
案
の
文
末
と
し
て
不
適
切
で
あ 

 
 
 
 

る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
三 

10
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
２
点 

 
 
 

Ｃ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

種
と
し
て
の
人
間
の
心
の
レ
ベ
ル
に
見
出
さ
れ
る 

無
意
識
を
通
し
て
、
心
の
構
造
の
歪
み
に
苦
し
ん
で
い
る
人
間
が
、 

Ｄ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

自
分
の
力
で
無
意
識
を
再
構
成
し
作
り
変
え
、
心
を
治
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
（
10
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
種
と
し
て
の
人
間
の
心
の
レ
ベ
ル
に
見
出
さ
れ
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
無
意
識
を
通
し
て
」
：
２
点 

 
 

・
ユ
ン
グ
が
「
無
意
識
」
に
目
を
つ
け
た
こ
と
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で 

 

き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
心
の
構
造
の
歪
み
に
苦
し
ん
で
い
る
人
間
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
「
精
神
疾
患
を
か
か
え
た
患
者
」
な
ど
は
１
点
減
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
自
分
の
力
で
無
意
識
を
再
構
成
し
作
り
変
え
、
心
を
治
し
て
い
く
」
：
３
点 

 
 

・
「
無
意
識
」
は
「
心
」
で
も
可
。
「
再
構
成
し
」
「
作
り
変
え
」
は
い
ず
れ
か
一
つ
が
あ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
・
よ
う
な
）
こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
で
あ
る
が
、
ユ
ン
グ
が
目
指
し
て
い
た
こ
と 

 
 
 

の
説
明
と
し
て
妥
当
な
形
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

   

問
四 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
１
点     
 

               
 
 
 
 

   

Ｂ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ
〇
２
点 

一
切
の
存
在
を
生
成
す
る
根
拠
と
し
て
、
四
方
に
万
遍
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
射
し
て
い
る
太
陽
を
世
界
の
中
心
に
置
き
、 

Ｄ
〇
３
点 

そ
の
力
が
無
の
中
か
ら
有
の
存
在
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
も
の
。
（
８
点
） 
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■
要
素
Ａ
「
一
切
の
存
在
を
生
成
す
る
（
根
拠
）
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
四
方
に
万
遍
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
射
し
て
い
る
太
陽
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
（
太
陽
を
）
世
界
の
中
心
に
置
き
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
そ
の
（
＝
太
陽
の
）
力
が
無
の
中
か
ら
有
の
存
在
を
生
み
出
し
て
い
る
」
：
３
点 

 
 

・
「
無
が
有
を
生
み
出
す
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「
世
界
観
」
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
よ
い
。
不
適 

 
 
 
 

切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
五 

14
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
３
点 

人
間
世
界
の
価
値
論
は
等
価
価
値
で
あ
り
、
貨
幣
を
媒
介
と
す
る
等
価
交
換
に
よ
っ
て
経
済
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、 

Ｃ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
〇
３
点 

宇
宙
空
間
で
は
中
心
に
あ
る
太
陽
が
、
死
滅
す
る
ま
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
無
差
別
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
続
け
、
そ 

      

Ｅ
〇
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ 

う
し
た
価
値
の
贈
与
に
対
す
る
代
価
な
ど
要
求
し
な
い
か
ら
。
（
14
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
人
間
世
界
の
価
値
論
は
等
価
価
値
で
あ
り
」
：
２
点 

 
 

・
「
価
値
論
」
は
「
価
値
観
」
、
「
等
価
価
値
」
は
「
等
価
交
換
」
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と

判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
貨
幣
を
媒
介
と
す
る
等
価
交
換
に
よ
っ
て
経
済
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
貨
幣
を
媒
介
と
す
る
」
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
「
経
済
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
宇
宙
空
間
で
は
中
心
に
あ
る
太
陽
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｄ
「
（
太
陽
は
）
死
滅
す
る
ま
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
無
差
別
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
続
け
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
死
滅
す
る
ま
で
」
、
あ
る
い
は
「
無
差
別
に
」
に
相
当
す
る
説
明
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
価
値
の
贈
与
に
対
す
る
代
価
な
ど
要
求
し
な
い
」
：
４
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
贈
与
」
と
「
代
価
な
ど
要
求
し
な
い
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ  

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
の
答
案
の
文
末
と
し
て
不
適
切
で
あ 

 
 
 
 

る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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二 

50
点 

  

問
一 
８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
２
点                   

 
 
 
 

Ｂ
〇
２
点 

                          
 
 
 

 
 

 
       

Ｃ
〇
２
点 

文
学
に
深
い
造
詣
を
持
つ
鷗
外
の
営
為
に
触
発
さ
れ
て
文
学
者
を
志
し
た
青
年
た
ち
が
、
様
々
な
作
品
に
つ
い
て
論
じ
合
っ
て 

           
 
 

Ｄ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

い
る
姿
を
、
鷗
外
が
微
笑
ま
し
く
静
観
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
（
８
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
文
学
に
深
い
造
詣
を
持
つ
鷗
外
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
（
鷗
外
の
）
営
為
に
触
発
さ
れ
て
文
学
者
を
志
し
た
青
年
た
ち
が
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
「
後
続
の
芸
術
家
」
な
ど
は
１
点
減
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
様
々
な
作
品
に
つ
い
て
論
じ
合
っ
て
い
る
姿
を
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
鷗
外
が
微
笑
ま
し
く
静
観
し
て
い
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１ 

 
 
 
 

点
。 

  

問
二 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ
〇
２
点 

 
 
 
 

Ｃ
〇
２
点 

 

自
分
が
提
示
す
る
特
異
な
様
式
の
作
品
を
理
解
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
価
値
を
否
定
し
て 

自
分
を
排
斥
す
る
よ
う
な
作 

                      
 
 
 

 
 

 

Ｄ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

家
た
ち
か
ら
距
離
を
置
き
、
孤
立
を
甘
受
す
る
鷗
外
の
虚
無
感
と
い
う
こ
と
。
（
８
点
） 
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■
要
素
Ａ
「
自
分
（
＝
鷗
外
）
が
提
示
す
る
特
異
な
様
式
の
作
品
を
理
解
で
き
な
い
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
特
異
な
様
式
の
作
品
」
は
「
余
人
の
到
達
し
え
な
い
文
学
」
の
よ
う
は
表
現
で
も
よ
い
。
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
説
明

を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
単
に
「
鷗
外
が
優
秀
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
１
点
減
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
そ
の
（
＝
特
異
な
様
式
の
鷗
外
作
品
の
）
価
値
を
否
定
し
て
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
自
分
（
＝
鷗
外
）
を
排
斥
す
る
よ
う
な
作
家
た
ち
か
ら
距
離
を
置
き
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
２
点 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
２
点 

※
要
素
Ｂ
Ｃ
（
「
マ
イ
ナ
ス
を
避
け
る
」
）
は
、
「
文
学
的
感
興
を
共
有
し
、
更
な
る
深
み
へ
と
競
い
合
っ
て
歩
を
進
め
る
好

敵
手
も
い
な
い
」
の
よ
う
な
書
き
方
（
「
プ
ラ
ス
が
い
な
い
」
）
で
も
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
孤
立
を
甘
受
す
る
鷗
外
の
虚
無
感
」
：
２
点 

 
 

・
「
虚
無
感
」
は
な
く
て
も
可
。
「
孤
立
」
「
孤
独
」
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
じ
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
鴎
外
が
独
り
味
わ
っ
て
い
た
（
時
代
に
先
ん
じ
て
し
ま
っ
た
が
故
の
）
孤
独
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
で
あ
る
が
、
「
淋
し
さ
」
と
い
う
心
情
を
説
明
す
る
答 

 
 

 

案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は 

 

 
 

マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
三 

14
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
２
点  

                 
 
 
 

 

Ｂ
〇
３
点                                            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
〇
２
点 

何
の
眺
望
も
な
い
夜
の
観
潮
楼
で 

簡
素
な
調
度
な
ど
を
眺
め
て
鷗
外
の
文
学
や
性
行
を
思
量
し
始
め
た
時
、
い
き
な
り
響
い 

                     
 
 
 
 

Ｄ
〇
２
点                   

 
 
 
 

  

Ｅ
〇
２
点              

 
 
 

   

Ｆ
〇
３
点 

た
鐘
声
を
き
っ
か
け
に
、
市
街
の
燈
火
の
輝
き
が
目
に
入
り
、
車
馬
の
響
が
大
き
く
聞
こ
え
、
こ
の
楼
で
創
作
に
ふ
け
る
鷗
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ 

と
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
壁
画
の
中
の
神
秘
的
な
聖
女
と
が
重
な
っ
た
か
ら
。
（
14
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
何
の
眺
望
も
な
い
夜
の
観
潮
楼
で
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
観
潮
楼
」
と
い
う
こ
と
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
「
何
の
眺
望
も
な
い
夜
の
観
潮
楼
で
」
と
い
う
場
面
の
代
わ
り
に
、
「
部
屋
の
隅
に
堆
く
積
ま
れ
た
蔵
書
を
見
て
」
な

ど
、
考
え
始
め
た
き
っ
か
け
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
も
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
簡
素
な
調
度
な
ど
眺
め
て
鷗
外
の
文
学
や
性
行
を
思
量
し
始
め
た
時
」
：
３
点 

 
 

・
「
簡
素
な
調
度
な
ど
眺
め
て
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 



8 

 
 

・
「
性
行
」
を
「
性
向
」
と
し
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
「
性
行
」
の
か
わ
り
に
「
普
段
の
行
動
」
で
も
よ
い
。 

 
 

・
「
思
量
し
始
め
た
時
」
は
「
考
え
始
め
た
時
」
で
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
い
き
な
り
響
い
た
鐘
声
を
き
っ
か
け
に
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
き
っ
か
け
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
読
み
取
れ
な
い
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
市
街
の
燈
火
の
輝
き
が
目
に
入
り
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
「
市
中
の
燈
火
を
見
下
ろ
し
」
な
ど
で
か
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
車
馬
の
響
が
大
き
く
聞
こ
え
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
こ
の
楼
で
創
作
に
ふ
け
る
鷗
外
と
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
壁
画
の
中
の
神
秘
的
な
聖
女
と
が
重
な
っ
た
」
：
３
点 

 
 

・
鷗
外
の
姿
と
パ
ン
テ
オ
ン
の
壁
画
の
聖
女
が
、
神
秘
性
と
い
う
点
で
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
な
ら
広
く 

 
 
 
 

許
容
し
て
可
。 

 
 

・
鷗
外
と
い
う
存
在
に
神
秘
性
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
説
明
さ
れ
て
い
る
場
合
も
可
と
す
る
。
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ  

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
の
答
案
の
文
末
と
し
て
不
適
切
で
あ 

 
 
 
 

る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
四 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
２
点                    

 
 
 
 

  

Ｂ
〇
２
点                                  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ
〇
２
点 

読
み
も
し
な
い
書
物
を
並
べ
立
て
て 

空
疎
な
知
性
を
誇
示
す
る
よ
う
な
人
間
と
は
異
な
り
、
屏
風
の
陰
に
西
洋
の
書
物
を
積 

                     
 
 
 
 

Ｄ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

み
上
げ
る
奥
ゆ
か
し
さ
に
鷗
外
の
本
物
の
知
性
が
垣
間
見
え
る
と
い
う
こ
と
。 

 

■
要
素
Ａ
「
読
み
も
し
な
い
書
物
を
並
べ
立
て
て
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
・ 

 

■
要
素
Ｂ
「
空
疎
な
知
性
を
誇
示
す
る
よ
う
な
人
間
と
は
異
な
り
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
単
に
「
自
慢
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
屏
風
の
陰
に
西
洋
の
書
物
を
積
み
上
げ
る
奥
ゆ
か
し
さ
」
：
２
点 
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・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
鷗
外
の
本
物
の
知
性
が
垣
間
見
え
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
「
素
直
で
見
栄
を
は
っ
た
り
し
な
い
」
な
ど
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
こ
と｣

と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１  

 
 
 

点
。 

 

問
五 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
〇
３
点                                                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

文
学
者
と
し
て
の
鷗
外
は
、
筆
者
に
と
っ
て
神
秘
的
で
さ
え
あ
る
偉
大
な
存
在
だ
が
、
現
実
の
鷗
外
は
生
活
も
質
素
で
、 

Ｃ
〇
２
点                       

 
 
 
 
 

  

Ｄ
〇
２
点                      

 
 
 
 
 
 
 

           

Ｅ
〇
３
点 

気
さ
く
で
飾
り
気
の
な
い
人
物
で
あ
り
、
そ
の
落
差
が
微
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
鷗
外
に
好
感
と
畏
敬
の
念
を
抱 

 
 
 
 

Ｆ
（
文
末
） 

い
て
い
る
。 

 

■
要
素
Ａ
「
文
学
者
と
し
て
の
鷗
外
は
、
筆
者
に
と
っ
て
神
秘
的
で
さ
え
あ
る
偉
大
な
存
在
」
：
３
点 

 
 

・
「
文
学
者
と
し
て
の
鷗
外
に
は
神
秘
性
を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
説
明
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば 

 
 

可
。 

 
 

・
「
神
秘
的
」
に
相
当
す
る
説
明
が
な
く
、
た
だ
尊
敬
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
説
明
さ
れ
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
現
実
の
鷗
外
は
生
活
も
質
素
で
」
：
２
点 

 
 

・
鷗
外
の
生
活
の
質
素
さ
に
相
当
す
る
説
明
が
あ
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
（
現
実
の
鷗
外
は
）
気
さ
く
で
飾
り
気
の
な
い
人
物
で
あ
り
」
：
２
点 

 
 

・
「
気
さ
く
で
飾
り
気
の
な
い
」
に
相
当
す
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
そ
の
（
＝
文
学
者
と
現
実
の
）
落
差
が
微
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ
」
：
２
点 

 
 

・
文
学
者
と
し
て
の
鷗
外
と
現
実
の
鷗
外
の
落
差
に
相
当
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
説
明
が
答
案
の
ど
こ
か
に
あ
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
単
に
「
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
」
だ
け
で
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
鷗
外
に
好
感
と
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
好
感
」
と
「
畏
敬
」
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
い
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

筆
者
の
思
い
を
説
明
す
る
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切 

 
 
 

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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三 

50
点 

 
※
内
容
説
明
の
設
問
で
は
、
末
尾
の
句
点
が
な
い
も
の
は
１
点
減
点
。
た
だ
し
、
現
代
語
訳
の
設
問
で
は
、
文
末
の
句
読
点
は

不
問
。 

 

問
一 

10
点 

 

【
模
範
解
答
】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
〇
２
点 

﹃
大
和
物
語
﹄の
歌
で
は
︑﹁
姨
捨
山
に
照
る
月
﹂
を
み
た︵
詠
者
で
あ
る
︶甥
が
︑自
身
の
行
為
を
恥
じ
て
伯
母
を
連
れ
戻
し
に 

行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
︑

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ⅾ
①
）
Ｂ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ⅾ
③
） 

﹃
更
級
日
記
﹄の
歌
で
は
︑︵
詠
者
で
あ
る
︶叔
母
が
︑自
身
の
住
居
を﹁
月
も
出
て
お
ら
ず
暗
闇
な
姨
捨
山
﹂
と
喩
え
て
い
て 

 

（
Ｄ
②
） 

 
 
 
 
 

Ａ
〇
３
点 

 
 
 
 

（
Ⅾ
③
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

︑珍
し
く
訪
問
し
て
く
れ
た
甥
に
対
し
て
ど
う
し
て
こ
ん
な
夜
に
か
ぎ
っ
て
訪
ね
て
く
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
訊
ね
て
い
る
︒ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
① 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
② 

 
 
 

Ｄ
③ 

 
 
 

 

Ｄ
〇
２
点…

「
更
級
日
記
（
＝
Ａ
歌
）
は
、
叔
母
（
で
あ
る
作
者
）
が
、
甥
に
対
し
て
、
闇
夜
に
詠
ん
だ
歌
」 

  ■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

◯ 

解
答
欄
が
５
行
あ
る
の
で
、
解
答
の
文
が
複
数
（
２
文
以
上
）
に
な
っ
て
も
よ
い
。 

◯ 

Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
そ
れ
ぞ
れ
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、
重

複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 
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■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
甥
に
対
し
て
ど
う
し
て
こ
ん
な
夜
に
か
ぎ
っ
て
訪
ね
て
く
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
訊
ね
て
い
る
︒」
（
３
点
） 

 

※
Ａ
の
歌
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
の
解
答
の
中
心
部
分
。 

✖
傍
線
部
の
加
点
要
素
に
加
点
す
る
が
、
前
提
と
し
て
、
「
（
更
級
日
記
の
）
作
者
（
＝
Ａ
歌
の
詠
者
は
）
は
）
」
と
い
う

部
分
を
間
違
っ
て
捉
え
て
い
る
書
き
方
の
場
合
、
加
点
し
な
い
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
（
更
級
日
記
の
）
作
者
（
＝
Ａ
歌
の
詠
者
は
）
は
）
甥
が
自
分
の
と
こ
ろ
を
ど
う
し
て
訪
ね
て
き
た
か
（
を
訊
ね
て
い
る
）
。 

   

○
「
甥
」
は
、
甥
と
わ
か
る
記
述
で
あ
れ
ば
よ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

○
「
自
分
の
と
こ
ろ
」
は
、
「
叔
母
の
家
」
・
「
叔
母
の
住
居
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

○
「
ど
う
し
て
訪
ね
て
き
た
の
か
」
は
「
訪
問
し
た
理
由
」
を
訊
ね
て
い
る 

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
記
述
で
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

 

Ｂ
「﹃
更
級
日
記
﹄の
歌
で
は
︑︵
詠
者
で
あ
る
︶叔
母
が
︑自
身
の
住
居
を﹁
月
も
出
て
お
ら
ず
暗
闇
な
姨
捨
山
﹂
と
喩
え
て
い
て
」 

 

（
３
点
）  

※
「
更
級
日
記
」
の
歌
の
「
姨
捨
山
」
の
説
明
。
以
下
の
２
通
り
の
ど
ち
ら
の
解
釈
で
も
○
。
そ
れ
ぞ
れ
①
②
の
要
素
が
必
要
。

✖
傍
線
部
の
加
点
要
素
に
加
点
す
る
が
、
前
提
と
し
て
「
更
級
日
記
」
の
歌
の
「
姨
捨
山
」
の
説
明
と
し
て
書
か
れ
て
い
な
い 

 

場
合
は
加
点
し
な
い
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

（
（
更
級
日
記
の
）
作
者
（
＝
Ａ
歌
の
詠
者
は
）
は
）
自
分
の
と
こ
ろ
（
＝
叔
母
の
家
・
叔
母
の
住
居
）
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

（
大
和
物
語
の
・
更
級
の
・
姨
捨
山
伝
説
の
）
姨
捨
山
に
例
え
（
＝
な
ぞ
ら
え
て
）
て
、 

 

［
別
解
］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
（
更
級
日
記
の
）
作
者
（
＝
Ａ
歌
の
詠
者
は
）
は
）
自
分
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

（
大
和
物
語
の
・
更
級
の
・
姨
捨
山
伝
説
の
）
姨
捨
山
に
捨
て
ら
れ
た
女
に
例
え
（
＝
な
ぞ
ら
え
て
）
て
、 
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Ｃ
「
﹃
大
和
物
語
﹄の
歌
で
は
︑﹁
姨
捨
山
に
照
る
月
﹂
を
み
た︵
詠
者
で
あ
る
︶甥
が
︑自
身
の
行
為
を
恥
じ
て
伯
母
を
連
れ
戻
し
に 

行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
︑」
（
２
点
） 

 

※
「
大
和
物
語
」
の
歌
の
「
姨
捨
山
」
の
説
明
。
以
下
の
①
②
の
２
点
に
加
点
す
る
が
、
前
提
と
し
て
「
大
和
物
語
」
の
歌
の

「
姨
捨
山
」
の
説
明
を
し
て
い
な
い
場
合
は
加
点
し
な
い
。 

  

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 
 
 
 

② 

大
和
物
語
（
の
歌
）
で
は
、
（
姨
捨
山
に
照
り
輝
く
）
月
を
見
て
、
甥
（
＝
甥
と
わ
か
る
記
述
で
あ
れ
ば
よ
い
）
が
伯
母
を
連

れ
戻
し
た
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
に
な
っ
て
い
る
が
、 

 

▲
①
②
の
ど
ち
ら
か
が
抜
け
い
る
場
合
は
△
１
点
と
す
る
。 

 

 

◯ 

「
大
和
物
語
（
の
歌
）
は
、
月
を
見
て
、
甥
が
詠
ん
だ
歌
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

   

Ｄ
「
「
更
級
日
記
（
＝
Ａ
歌
）
は
、
叔
母
（
で
あ
る
作
者
）
が
、
甥
に
対
し
て
、
闇
夜
に
詠
ん
だ
歌
」
」
（
２
点
） 

 

※
更
級
日
記
の
歌
は
、
誰
が
誰
に
対
し
て
ど
う
い
う
状
況
の
下
で
詠
ん
だ
歌
か
の
説
明
。
以
下
の
①
②
③
に
加
点
す
る
が
、
前

提
と
し
て
「
更
級
日
記
の
歌
」
の
説
明
と
取
れ
な
い
場
合
は
加
点
し
な
い
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 
 
 

 
 

③ 

更
級
日
記
（
＝
Ａ
歌
）
で
は
、
叔
母
（
で
あ
る
作
者
）
が
、
叔
母
の
こ
と
を
顧
み
な
か
っ
た
甥
に
対
し
て
、
闇
夜(

＝
月
の
出

て
い
な
い
夜)

に
詠
ん
だ
歌
に
な
っ
て
い
る
。 

 

▲
①
②
③
の
要
素
の
い
ず
れ
か
１
つ
が
抜
け
て
い
る
場
合
は
△
１
点
と
す
る
。
（
２
つ
抜
け
て
い
る
場
合
は
不
可
✖
。
） 
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問
二
（
10
点
） 

Ｂ 
「
今
は
世
に
あ
ら
じ
も
の
と
や
思
ふ
ら
む
。
あ
は
れ
、
泣
く
泣
く
な
ほ
こ
そ
は
ふ
れ
」 

の
現
代
語
訳
。 

 【
模
範
解
答
】 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

（
あ
な
た
は
）
私
の
こ
と
を
今
と
な
っ
て
は
も
う
︑こ
の
世
に
生
き
て
い
な
い
も
の 

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

Ｃ
○
４
点 

あ
あ
︑︵
そ
れ
で
も
私
は
︶泣
き
な
が
ら
今
も
な
お
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
の
で
す
︒ 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

作
者
の
「
ね
む
ご
ろ
に
語
ら
ふ
人
」
に
対
し
て
の
贈
歌
と
な
っ
て
お
り
、
解
答
欄
も
３
行
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
主

体
「
私
」
「
あ
な
た
」
は
補
う
こ
と
と
す
る
。 

◯
加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、 

例
え
ば
「
私
」
な
ど
が
、
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

◯ 

和
歌
の
解
釈
な
の
で
、
敬
語
を
添
加
し
て
も
よ
い
し
、
な
く
と
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。 

▲ 

三
句
切
れ
の
歌
な
の
で
、
そ
の
現
代
語
訳
は
二
文
と
な
る
。
二
文
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
全
体
か
ら
▲
２
点
減
点
。 

  

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

Ａ
「︵
あ
な
た
は
私
の
こ
と
を
︶今
と
な
っ
て
は
も
う
︑こ
の
世
に
生
き
て
い
な
い
も
の
と
」
（
３
点
） 

※
「
今
は
世
に
あ
ら
じ
も
の
」
の
現
代
語
訳
。
以
下
の
３
つ
の
部
分
に
配
点
。
た
だ
し
②
の
み
で
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 

①
１
点 

 
 
 
 
 
 

②
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

③
１
点 

（
今
と
な
っ
て
は
）
も
う
︑

 

私
（
＝
私
の
こ
と
を
）
は 

こ
の
世
に
生
き
て
い
な
い
（
＝
死
ん
だ
）
も
の
と 

  

 

※ 

こ
こ
の
「
世
に
あ
り
」
は
、
前
に
「
か
う
て
後
お
と
づ
れ
ぬ
」
、
下
に
「
経
（
ふ
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
こ
の
世
に

生
き
て
い
る
」
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
世
に
あ
ら
じ
」
で
「
出
家
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
（
尼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
）
」
と
す
る
答
案
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
答
案
に
関
し
て
は
、
Ｃ
の
「
ふ
れ
（
経
れ
）
」
が
「
俗

世
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
」
等
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
み
を
正
解
と
す
る
。 
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Ｂ
「
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」
（
３
点
） 

 
※
「
と
や
思
ふ
ら
む
。
」
の
現
代
語
訳
。
以
下
の
２
つ
の
部
分
に
配
点
。
た
だ
し
、
①
の
み
で
は
得
点
で
き
な
い
。 

 
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

 
 
 

①
１
点 

 
 
 
 
 
 

②
２
点 

…

と
、
あ
な
た
は
（
今
ご
ろ
）
思
っ
て
い
（
ら
っ
し
ゃ
）
る
の
だ
ろ
う
（
＝
る
の
で
し
ょ
う
）（
か
）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
敬
意
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 

  

Ｃ
「
あ
あ
︑︵
そ
れ
で
も
私
は
︶泣
き
な
が
ら
今
も
な
お
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
の
で
す
︒」
（
４
点
） 

 

※
「
あ
は
れ
、
泣
く
泣
く
な
ほ
こ
そ
は
ふ
れ
（
経
れ
）
」
の
現
代
語
訳
。
以
下
の
４
つ
の
部
分
に
配
点
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

  

①
１
点 

 
 
 
 
 
 

②
１
点 

 
 
 

③
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
１
点 

あ
あ
︑︵
そ
れ
で
も
）
私
は
泣
き
な
が
ら 

今
も
な
お
（
／
や
は
り
／
依
然
と
し
て
） 

生
き
（
な
が
ら
え
）
て
い
る
の
で
す
︒

 

  

問
三 

（
10
点
） 

※
「
ひ
ま
も
な
き
涙
に
く
も
る
心
」
と
は
ど
の
よ
う
な
心
か
を
説
明
す
る
。 

【
模
範
解
答
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

夫
の
死
後
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
︑昨
年
と
同
じ
頃
の
月
を
見
る
と
︑あ
ふ
れ
る
涙
で
目
の
前
も
暗
く
な
り
︑

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

そ
の
と
き
の
こ
と
も 

ま
る
で
夢
の
よ
う
で
︑

 

記
憶
も
定
か
で
な
く
な
っ
て
い
る 

作
者
の
心
理
状
態
︒ 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

加
点
要
素
が
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

○
Ｃ
の
和
歌
を
受
け
て
、
直
後
に
心
情
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
。 

 

「
年
月
は
過
ぎ
変
は
り
ゆ
け
ど
、
夢
の
や
う
な
り
し
ほ
ど
を
思
ひ
出
づ
れ
ば
、
心
地
も
ま
ど
ひ
、
目
も
か
き
く
ら
す
や
う

な
れ
ば
、
そ
の
ほ
ど
の
こ
と
は
、
ま
だ
さ
だ
か
に
も
お
ぼ
え
ず
。」 

○
作
者
の
記
憶
は
、
「
夫
が
亡
く
な
っ
た
当
時
の
記
憶
」
で
も
「
夫
の
死
後
一
年
間
す
べ
て
の
記
憶
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
記
憶
も
定
か
で
な
く
な
っ
て
い
る
」
（
３
点
） 

 

※
心
情
の
中
心
部
分
。
直
後
の
説
明
の
「
さ
だ
か
に
も
お
ぼ
え
ず
」
。 
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加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

（
夫
が
亡
く
な
っ
た
一
年
前
の
こ
と
も
）
記
憶
も
定
か
で
な
く
な
っ
て
い
る
（
＝
た
だ
呆
然
と
し
て
い
る
／
茫
然
と
し
て
い
る
）  

  

Ｂ
「
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
」
（
３
点
） 

 

※
直
後
の
説
明
の
「
夢
の
や
う
な
り
し
ほ
ど
を
思
ひ
出
づ
れ
ば
」
。 

 

（
夫
の
死
後
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
そ
の
と
き
の
こ
と
も
）
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
︑

 

○
「
夢
の
よ
う
」
の
部
分
が
あ
れ
ば
○
。 

 

Ｃ
「
あ
ふ
れ
る
涙
で
目
の
前
も
暗
く
な
り
」
（
３
点
） 

 

※
傍
線
部
の
「
ひ
ま
も
な
き
涙
に
く
も
る
」
、
直
後
の
説
明
の
「
心
地
も
ま
ど
ひ
、
目
も
か
き
く
ら
す
や
う
な
れ
ば
」
。 

以
下
の
①
②
の
２
つ
の
部
分
が
あ
る
こ
と
。
①
も
し
く
は
②
の
ど
ち
ら
か
の
み
の
場
合
、
△
２
点
と
す
る
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

  
 
 
 
 
 
 
 

① 

（
途
方
に
暮
れ
）
あ
ふ
れ
る
涙
で
（
＝
号
泣
し
／
涙
が
と
ま
ら
ず
）  

 
 
 
 
 
 
 
 

② 

目
の
前
も
暗
く
な
り
（
＝
暗
澹
と
な
り
／
悲
し
み
に
暮
れ
て
／
悲
し
み
が
晴
れ
ず
）
︑

 

  

Ｄ
「
心
理
状
態
。」 

（
１
点
） 

 

※
設
問
「
ど
の
よ
う
な
心
か
」
に
対
応
す
る
文
末
処
理
。 

 

（
作
者
の
） 

心
理
状
態
（
＝
感
情
／
心
）
︒

 

 

✖
こ
れ
は
「
説
明
せ
よ
」
と
い
う
設
問
の
文
末
で
あ
る
か
ら
、
句
点
「
。
」
の
な
い
も
の
は
減
点
１
点
と
す
る
（
こ
こ
の
配
点

は
０
点
に
な
る
）
。 
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問
四 

10
点×

２
＝
20
点 

 
（
２
）「
し
げ
り
ゆ
く
蓬
が
露
に
そ
ぼ
ち
つ
つ
」
（
10
点
） 

 

【
模
範
解
答
】 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
４
点 

私
は
︑ま
す
ま
す
雑
草
が
生
い
茂
り
︑

 

荒
廃
し
て
ゆ
く
我
が
家
の
⾬
露
に
濡
れ
な
が
ら
︑そ
し
て
あ
ふ
れ
る
涙
に
濡
れ
な
が
ら
︑

 

 

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯
「
蓬
が
露
」
の
注
に
「
『
蓬
が
宿
の
露
』
の
意
味
。…

『
蓬
が
宿
』
と
は
『
雑
草
が
生
い
茂
り
荒
れ
果
て
た
家
』
の
こ
と
」

と
あ
る
の
で
、
こ
の
解
釈
を
採
用
す
る
。
つ
ま
り
、
「
し
げ
り
ゆ
く
蓬
」
が
「
露
に
濡
れ
る
」
の
で
は
な
い
。
返
歌
で
も

「
世
の
つ
ね
の
宿
の
蓬
を
。
（
＝
俗
世
の
、
ご
く
普
通
の
お
住
ま
い
な
の
に
な
あ
）
」
と
、
「
世
の
つ
ね
の
宿
の
蓬
」
が

「
そ
む
き
は
て
た
る
庭
の
草
む
ら
（
＝
す
っ
か
り
俗
世
か
ら
離
れ
て
尼
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
私
の
暮
ら
し
）
」
と
対
比

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

よ
っ
て
、
正
く
は
「
雨
露
に
私
は
濡
れ
な
が
ら
」
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
「
露
に
雑
草
（
＝
蓬
）
が
濡
れ
な
が
ら
」
で

も
よ
し
と
す
る
。 

◯ 

和
歌
の
解
釈
な
の
で
、
敬
語
を
添
加
し
て
も
よ
い
し
、
な
く
と
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。 

◯ 

Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

▲
作
者
の
、
「
久
し
う
お
と
づ
れ
ぬ
人
＝
尼
な
る
人
」
へ
の
贈
歌
と
な
っ
て
お
り
、
「
言
葉
を
補
い
つ
つ
」
と
あ
る
の
で
、

主
体
「
私
」
を
補
う
。
解
答
の
ど
こ
に
も
入
っ
て
い
な
い
場
合
、
全
体
か
ら
▲
１
点
減
点
。 

◯
加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、
重

複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
雑
草
が
生
い
茂
り
」
（
３
点
） 

※
叙
景
部
１ 

「
蓬
が
し
げ
り
ゆ
く
」
の
内
容
。 

 加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

ま
す
ま
す
雑
草
（
＝
蓬
）
が
生
い
茂
り
︑

 

 

Ｂ
「
荒
廃
し
て
ゆ
く
我
が
家
の
⾬
露
に
濡
れ
な
が
ら
」
（
３
点
） 

※
叙
景
部
２ 

「
そ
ん
な
『
荒
れ
果
て
た
家
』
の
露
に
そ
ぼ
ち
つ
つ
」
の
内
容
。
以
下
の
３
つ
の
部
分
に
加
点
（
各
１
点
）
。 

た
だ
し
、
②
の
み
で
は
得
点
で
き
な
い
。
ま
た
、
①
は
「
荒
廃
し
て
ゆ
く
わ
が
家
」
に
あ
た
る
部
分
が
な
け
れ
ば
加
点
し
な
い
。 
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加
点
ポ
イ
ン
ト 

  
 
 

① 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 
 

③ 

荒
廃
し
て
ゆ
く
我
が
家
の
⾬
露
に
、
私
は 

濡
れ
な
が
ら
︑

 

［
別
解
］
① 

 
 
 
 
 
 
 

② 
 

③ 

荒
廃
し
て
ゆ
く
我
が
家
の
蓬
は
、
露
に 

濡
れ
な
が
ら
︑

 

   

Ｃ
「
あ
ふ
れ
る
涙
に
濡
れ
な
が
ら
」
（
４
点
） 

※
主
想
部 

「
『
蓬
が
し
げ
り
ゆ
く
』
そ
ん
な
『
荒
れ
果
て
た
家
』
で
、
『
私
』
は
『
涙
に
そ
ぼ
ち
つ
つ
』」
の
内
容
。 

以
下
の
３
つ
の
部
分
に
加
点
（
各
１
点
）。
た
だ
し
、
③
に
あ
た
る
部
分
が
無
い
場
合
、
①
②
だ
け
で
は
加
点
し
な
い
。 

 加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 

（
そ
し
て
）
あ
ふ
れ
る
涙
に
私
は
濡
れ
な
が
ら
︑

 

  

◯ 

接
続
助
詞
「
つ
つ
」
は
、
「…

な
が
ら
」
で
も
「
何
度
も…

し
て
は
」
で
も
よ
い
。 

✖ 

「
現
代
語
訳
」
の
設
問
な
の
で
、
「
私
は
涙
を
流
し
て
い
る
」
は
不
可
と
す
る
。 

 

（
３
）
思
ひ
や
れ
。
そ
む
き
は
て
た
る
庭
の
草
む
ら
。
（
10
点
） 

 

【
模
範
解
答
】 

  
 
 
 

Ａ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

ど
う
ぞ
思
い
や
っ
て
く
だ
さ
い
よ
︒ま
だ
俗
世
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
あ
な
た
と
違
い
︑す
っ
か
り
俗
世
か
ら
離
れ
︑

 

 
 

 
 

Ｃ
○
３
点 

一
人
の
尼
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る 

私
の
こ
と
を
︒ 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

三
句
切
れ
の
歌
で
あ
り
、
ま
た
倒
置
さ
れ
た
文
な
の
で
、
そ
の
現
代
語
訳
は
二
文
と
な
る
。
倒
置
を
な
お
し
て
一
文
に
し

て
現
代
語
し
て
も
よ
い
。 

◯ 

和
歌
の
解
釈
な
の
で
、
敬
語
を
添
加
し
て
も
よ
い
し
、
な
く
と
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。 

◯ 

Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

▲
「
久
し
う
お
と
づ
れ
ぬ
人
＝
尼
な
る
人
」
の
、
作
者
に
対
し
て
の
返
歌
と
な
っ
て
お
り
、
「
言
葉
を
補
い
つ
つ
」
と
あ
る

の
で
、
主
体
「
あ
な
た
」
と
客
体
「
私
」
を
補
う
。
解
答
の
ど
こ
に
も
入
っ
て
い
な
い
場
合
、
全
体
か
ら
▲
１
点
減
点
。 
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◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

  

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
思
い
や
っ
て
く
だ
さ
い
よ
」
（
４
点
） 

 

※
倒
置
さ
れ
た
述
語
部
分 
「
思
ひ
や
れ
。
」
の
現
代
語
訳
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

（
ど
う
ぞ
／
ど
う
か 

あ
な
た
）
、
（
私
の
こ
と
も
）
思
い
や
っ
て
く
だ
さ
い
よ
（
＝
思
い
や
っ
て
は
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
）
︒

 

  

Ｂ
「
す
っ
か
り
俗
世
か
ら
離
れ
︑」
（
３
点
） 

 

※
倒
置
さ
れ
た
客
体
の
連
体
節 

「
そ
む
き
は
て
た
る
」
の
現
代
語
訳
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

（
ま
だ
俗
世
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
あ
な
た
と
違
い
）
す
っ
か
り
俗
世
か
ら
離
れ
て
い
る
（
＝
出
家
し
て
／
尼
と
な
っ
て
い
る
） 

  

Ｃ
「
尼
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る 

私
の
こ
と
を
」
（
３
点
） 

 

※
倒
置
さ
れ
た
客
体
「
庭
の
草
む
ら
」
の
現
代
語
訳
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

私
（
＝
尼
）
の
こ
と
（
生
活
／
暮
ら
し
）
を
（
も
）
︒

 

 

 

◯
三
句
切
れ
の
歌
で
あ
り
、
ま
た
倒
置
さ
れ
た
文
で
あ
る
が
、
倒
置
を
な
お
し
て
一
文
に
し
て
現
代
語
し
て
も
よ
い
。
そ
の
場

合
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

「
（
ま
だ
俗
世
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
あ
な
た
と
違
い
）
す
っ
か
り
俗
世
か
ら
離
れ
︑一
人
の
尼
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
私
の
こ
と

を
も
、
ど
う
ぞ
あ
な
た
、
思
い
や
っ
て
く
だ
さ
い
よ
︒」 

 

こ
の
よ
う
な
答
案
に
対
し
て
も
、
Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点

す
る
。 

 

以
上
。 

 


